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報 告

緒　　　言

　近年，急速に高齢化する社会の中で，健康な歯・口

腔の保持増進が全身の健康につながり，高齢者の生活

を豊かにするすることが重要視されつつある。このよ

うな高齢社会を担う歯科医療系学生として，高齢者への

身体的・精神的特徴の理解やコミュニケーション能力に

優れた人材の育成が求められている。現在，徳島大学歯

学部では平成20年度の文部科学省・質の高い大学教育推

進プログラム（教育 GP）に採択された取り組み「高齢
社会を担う地域育成型歯学教育」を継続して推進してい

る。本取り組みの目的は徳島大学歯学部口腔保健学科お

よび歯学科学生に対して，入学早期からの学内授業での

気づきを学外体験学習での高齢者との交流に繋げて，医

療人としての自覚と人間力の向上をめざすプログラムを

確立し，正規授業として導入することである（図１およ

び表１参照）。特に，本取り組みの最も重要な学外体験

学習として，初年次から社会の求める医療人育成のため

に「人間力の向上」を一般目標とする「高齢者交流学習」

を行っている。今回，平成20年度に実施した同授業の教

育効果について考察したので報告する。

対象および方法

　本取り組みの分析対象者は，徳島大学歯学部１年生

22名（口腔保健学科16名，歯学科６名）である。ホスピ

タリティ・マインドを体得し，学生・高齢者双方の役立

ち感を育むことを期待して，１日３時間，計８回にわた

り，徳島市内の養護老人ホームに入所している高齢者と

の１対１の交流を行った（図２）。交流前には，同施設

長である住職より，「生と死」「老い」に関する特別講義

を受けた。また，４回目の交流後および最終回の交流後

にふり返り授業を実施した。

　交流学習での教育効果に関しては，毎回の学習記録と

ともに交流に関する自己評価を10点満点で記載させた。

また，徳島大学医学部での取り組み評価1）を参考に，交

流学習終了後「自己の成長したことベスト３」を自由に

記載してもらい，本取り組みを通した自己の変化をとら

える試みを行った。尚，教育効果に関する学生へのアン

ケート調査等は倫理的に十分配慮した上で実施した。
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結果および考察

　交流を重ねるごとに「心が温まる会話でした」「自然

と心が穏やかになれる」「とても素晴らしいなあと感じ

た」など，学生自身の心に深く感じたと思われる表現

が学習記録に多く認められた。また，高齢者交流学習

の自己評価点数の平均点も初回6.0点であったが，交流
毎に徐々に上昇し，最終回には8.5点となった（図３）。
一方，「成長したことベスト３」の回答から，表１に示

す一般目標のうち，「人間力の向上」に対する４つの到

達目標，①基本的マナーを守る，②コミュニケーショ

図２　養護老人ホームでの交流の様子 図３　自己評価点数の推移

図１　教育 GP「高齢社会を担う地域育成型歯学教育」取り組みの概要

表１　「高齢社会を担う地域育成型歯学教育」教育目標
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ン力を養う，③ホスピタリティ・マインドをもって対

応する，④相手を受容して適切に行動する，について

調べた。その結果，図４に示すように「マナー」や「謙

虚さ」などの①にかかわる内容を半数の学生が記載し

ていた。②に関しては「コミュニケーション力」に加

え，「聞く態度」や「伝え方」などがあり，73％と最も

多かった。③に関しては59％の学生に「相手の立場の

理解」や「思いやり」などの記載が認められ，④に関す

る内容を記載したものも27％あった。このように，すべ

ての到達目標に沿った回答が参加学生から得られた。ま

た，その他にも自己肯定感や福祉現場に対する理解に関

する記載が認められた。

　一方，交流学習を体験した学生は，２年次には高齢

者福祉施設等の利用者に対する口腔機能向上プログラム

「お口の健康長寿教室」に参加する（図１参照）。これは

歯科医師による講話の後，歯科衛生士教員が行う口腔機

能訓練などを参加学生が補助しつつ，学生自らも舌体操

などを実施して，高齢者の QOL向上における歯科専門
職としての役割を学ぶものである。本報告では示して

いないが，平成20年度に参加した学生の学習レポートか

ら，多くの学生が口腔保健の重要性と介護予防の果たす

役割を理解できたことが示されている。「高齢者交流学

習」での体験によって得られたコミュニケーション力を

養うなどの到達目標内容が「お口の健康長寿教室」にお

いて活かされ，表２に示す「医療人としての自覚」とい

う一般目標を目ざす授業となるか，引き続き検証してい

く予定である。

　昨年度までに，「気づきの体験学習」を口腔保健学

科の正規授業科目であるコミュニケーション論授業へ，

「高齢者交流学習」および「お口の健康長寿教室」を早

期臨床実習へ組み入れることができたが，今後の課題と

して，これらのプログラムを歯学科の正規授業として組

み込む方法について，現在検討を重ねている。

ま　と　め

　徳島大学歯学部１生を対象に養護老人ホームにおい

て，高齢者との１対１の交流から，コミュニケーショ

ン力を養うことなどを期待する「高齢者交流学習」を

実施した。交流後の学習記録に認められる「心に深く感

じた」内容や自己評価点数の上昇，更には４つの到達目

標に沿った表現の記載が参加学生から認められたことか

ら，１年次に実施した本取り組みは「人間力の向上」と

いう一般目標に適した有効な教育カリキュラムであると

考えられた。
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図４　「成長したことベスト3」アンケートからの分析


